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今回の会津教育事務所社会教育だより「つながれ！ひろがれ！和・輪・話」では、７月・８月に行われた、域

内各地のイベントや取組について紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津教育事務所社会教育だより  
つ
な

が
れ！ひろが

れ
！

和・輪・話

・

域内でこの夏行われた社会教育のさまざまな取組を紹介します！！

ま し た ！ ！ 

８月４日（火）、会津若松市北会津公民館で行われた

「夏休み期間中の学習相談会」の様子を紹介します。北

会津公民館では、地域学校協働本部事業の一環として、

北会津中学区の児童生徒を対象とした２つの取組を行

いました。（北会津中・荒舘小・川南小にチラシを配布） 

 

会津さざなみの会「何してあそぼ！」 

北会津公民館夏休み学習相談会 

 

 

山都公民館おはなし会 

７月４日(土)に猪苗代町にある磐梯青少年交流の家にて、家庭教育支援チ

ームである「会津さざなみの会」主催事業の「何してあそぼ！」が行われまし

た。さざなみの会では、年２回主催事業を実施しています。豊かな自然の中で

の樹木オリエンテーションやクイズ等のゲームを、家族対抗で行いました。協

力してミッションに取り組むことを通して、参加者が家族の絆を深める姿が見

られました。９月２７日（日）にも第２弾の「何して食べよ！」が行われる予定で

すので、ぜひご参加ください。 

７月２７日（月）喜多方市山都公民館にて、読み聞かせ団

体「心に虹のおはなし会」の皆さんによる夏休みおはなし

会が行われました。 

山都町内のこども園・児童クラブの子どもたちをはじめ、

一般の親子連れなども参加し、大型絵本や歌遊び、エプロン

シアター、昔語りなどのプログラムを楽しみました。 

「心に虹のおはなし会」の皆さんは、この他にも山都小学

校での読み聞かせを継続して行うなど地域の読書活動推進

に尽力されています。 

学習相談会では、参加を希望した児童生徒が公民館の研修室で

学習支援ボランティアの方々と一緒に夏休みの宿題に取り組みま

した。小中学生一人一人に合わせた学習支援を、地域の方が熱心

に行っていました。 

取組その１・・・「学習相談会の開催」 

  

取組その２・・・「学習スペースの開放」 

 

 

↑涼しく静かな

学習スペース 

学校向けチラシ→ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

会津教育事務所ホームページをチェック！！ 
会津教育事務所ホームページ内の社会教育担当ページの中では、他にも会津域内でのこれまで 

の取組を紹介しています。 

URL【https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70410a/】にアクセスするか、右上のQRコードを

読み取りアクセスしてください。 

 今回取り上げた団体のことをもう少しくわしく知りたい、もしくは他の団体の取組を取材してほしい等があり

ましたら、お気軽に会津教育事務所総務社会教育課（０２４２-２９-５４８８）までお問い合わせください。 

親子の学び応援講座両沼連合 PTA 

この夏取材させていただいた各団体では、社会教育の場での子ども達への支援・

家庭への支援の取組が行われていました。どの場所でもさまざまな形で皆さんが主

体的に学ぶ姿が印象的でした。 

絆づくりの会 

7月 29日（水）に会津若松市の城南コミュニティセンターで行われた家庭教育支援団体「絆づくりの会」の定

例会が行われました。元々、絆づくりの会は、南会津町立田島小学校の保護者によって結成された親業サークル

です。南会津で開催されていた会が会津にも広がり、７年前から会津若松市でも開催されているそうです。毎月

定例会が開催されており、今回の定例会では、５名の会員が参加されていました。 

親業とは・・・1962年にアメリカの臨床心理学者トマス・ゴードン博士が開発した、あたたかく健全な親子関係

を築くためのコミュニケーションプログラムです。子どもを変えようとするのではなく、親自身の関わり方（コミュ

ニケーションスキル）を変えることで、子どもの自立心や思いやりの心を育むことを目的としています。 

親業訓練講座をもとに、能動的な聞き方(相手の気持ちに共感すること)や自分の気持ちの伝え方(考えをア

ウトプットすること)等を意識しながらペアで話す聞く時間を設けていました。 

７月２５日(土)に金山町開発センターで県の事業である「親子の学び応援講座」が開かれました。 

両沼地区 PTA連絡協議会主催の講演テーマは「メディアコントロール」です。こころのあい あいづの代表

である児島一行氏を講師に招き、「子どもとメディアのちょうどよい関係～管理より関係、正しさより安

心～」と題した講演が行われました。両沼地区 PTAの皆さん約８０名に参加いただき、メディアとの向き合い

方について考える時間となりました。 

感想の一部を紹介します。「メディアコントロールだけに注目し

てしまいがちですが、子どもも親も夢中になれることを見つける

ことが大切だなと実感しました。」「メディアを管理するのではな

く、なぜ使用するのか否定する前に関心を向ける親の共感力、寄

り添う力をつけていきたいと思います。」 

親子の学び応援講座のさらにくわしい様子は、会津教育事務所

ホームページ内の「家庭教育」のコーナーに掲載されておりますの

で過去の講演会の様子も含め、ぜひご覧ください。 

URL                             QRコード  

【https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70410a/ 

shakyou-kateikyouiku2.html】 
研修会で配付した親子メディアチェックシート 

カードを使った話す聞く練習 

・共感して聞いてもらうと自分

の心の中が整理できる。 

・相手を変えるのではなく、理

解しようとする関わり方を学ぶ

ことで子育てだけではなく、人

との関係づくりにも活かせる。 

【参加者の声】 


